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受け入れ家庭

○ 子供たちに対して、食事を共に

する等の子育てと同時に、挨拶等

のしつけや文化を身につけさせる。

（「魔の８時間」の間）

預ける家庭

小学校
放課後

児童クラブ

「生活塾」事務局 (各自治体に設置）

報酬の支払い

訪問（親の帰宅時間（☆）
までの間で必要に応じて）

迎 え

授業

登録

活動報告書の提出

事前講習の実施

登録

子育てを

終えた主婦

退職後の
男性

父母

小学生

預ける家庭からの依頼に応じて、
受け入れ家庭をあっせんするほか、
各種サポートの実施

関係行政機関

（子供の安全
対策のため）

連 絡

情報提供

☆ 職住近接地域では19～20時、それ以外では21～22時頃
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